
【パブロフ簿記 差異分析の解き方ビデオ】 

問題 

製品 A を量産する当社では、パーシャル・プランの標準原価計算制度を採用している。

次の[資料]にもとづいて、答案用紙にある原価差異を答えなさい。 
 
[資料] 
1．製品 A 1 個当たりの標準原価 
 直接材料費 @700 円×3.0kg 2,100 円 
 直接労務費 @1,200 円×2 時間 2,400 円 
 製造間接費 @2,000 円×2 時間 4,000 円 
   8,500 円 

 
2．当月の生産実績 
 月 初 仕 掛 品 300 個 （20%） 
 当 月 着 手 1,900   
 合 計 2,200 個  
 月 末 仕 掛 品 400  （50%） 
 完 成 品 1,800 個  

    （注）材料は全て工程の始点で投入している。（ ）内は加工進捗度を示す。 
 
3．当月の実際原価 
 直接材料費 3,976,000 円 （＝@710 円×5,600kg） 
 直接労務費 5,070,000 円 （＝@1,300 円×3,900 時間） 
 製造間接費 8,190,000 円  
 
4．その他の条件 
製造間接費の年間予算は 91,200,000 円（変動費 18,240,000 円、固定費 72,960,000 円）、

年間正常直接作業時間は 45,600 時間で、直接作業時間にもとづき製品に標準配賦している。 
 
  


